
 

  

                    

     

                       

                            

                            

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 109号  この 9月 23日、棚田保全活動を視野に「むらづくり」22年、年がら年中撮り尽くし 

ているがなかなか満足した作品が選られない。特に黄金色のこの時期は風雨や品種に 

よる倒伏、イノシシやサルなどの獣害も避けられない。今年は 8月下旬から毎日のよ 

うに雨が降り、実りもやや遅れる傾向にある。そんな天候の中、9月 2日正午短い時 

間であったが晴れ間が覗き、その一瞬を撮ることができた。長い間「千枚田」を思い 

尽くしてきたつもりであったがやっと(舜)に微笑んでくれた感激の一瞬であった。 

棚
田
の
定
義
と
四
谷
の
千
枚
田 

１
．
一
般
的
に
は 

棚
田
は
、
傾
斜
地
に
階
段
状
を
な
し
、
畦
畔(

け
い
は
ん)

を
つ
け
て
ひ
ら
か
れ
た

小
区
画
の
水
田
の
総
称
だ
が
、
中
島
峰
広
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・
棚
田
学
会
会

長
）
は
、
棚
田
の 

面
積
を
量
的
に
把
握
す
る
必
要
か
ら
、
農
水
省
が
１
９
８
８
年

「
水
田
要
整
備
量
調
査
」
で 

対
象
と
し
た
〈
傾
斜
１
／
２
０
（
水
平
方
向
に
２
０

㍍
進
ん
だ
と
き
に
１
㍍
高
く
な
る
傾
斜
）
以
上
の
土
地
に
あ
る
水
田
〉
を
棚
田
と
定

義
し
、
分
布
図
を
作
成
し
て
、
以
降
、
一
般
的
に
こ
れ
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

２
．
農
林
水
産
関
係
用
語
集
に
よ
る
と 

 

傾
斜
地
に
等
高
線
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
水
田
。 

田
面
が
水
平
で
棚
状
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
呼
ば
れ
る
。
棚
田
は
、
雨
水
の
保

水
・
貯
留
に
よ
る
洪
水
防
止
、
水
源
の
か
ん
養
、
多
様
な
動
植
物
や 

貴
重
な
植
物

の
生
息
空
間
や
美
し
い
景
観
の
提
供
な
ど
の
様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
農
林

水
産
省
で
は
、
棚
田
の
維
持
・
保
全
の
取
組
み
を
積
極
的
に
評
価
し
、
国
民
的
な
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、
我
が
国
の
代
表
的
な
棚
田
を
「
日
本
の
棚
田
百

選
」
と
し
て
認
定
し
て
い
る
。 

３
．
日
本
の
棚
田
百
選
面
面 

１
９
９
９
年
７
月
農
林
水
産
省
に
よ
っ
て
、
日
本
全
国
の
１
１
７
市
町
村
、
１
３

４
地
区
の
棚
田
が
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
認
定
さ
れ
た
。 

４
．
四
谷
の
千
枚
田
は
元
気
が
い
い 

 

３
６
０
㌃
の
段
々
田
ん
ぼ
を
２
２
戸
の
農
家
が
耕
し
て
い
る
。
一
戸
平
均
１
２

㌃
、
１
５
枚
、
一
枚
が
０
、
９
㌃
に
も
満
た
な
い
厳
し
い
条
件
で
あ
る
が
、
「
嫌
だ

い
や
だ
」
と
言
い
な
が
ら
も
結
構
楽
し
ん
で
い
る
。
近
隣
の
棚
田
百
選
の
棚
田
は
３

戸
の
み
と
な
り
他
は
耕
作
放
棄
。
近
く
の
棚
田
も
半
減
す
る
な
ど
、
淋
し
い
噂
が
流

れ
て
く
る
な
か
、
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
宝
に
地
域
ぐ
る
み
で
各
種
イ
ベ
ン
ト(

灯

そ
う
千
枚
田
・
餅
つ
き
大
会)

、
地
域
活
動(

景
観
、
住
環
境
整
備)

を
活
発
に
行
う

と
共
に
都
市
交
流
、
企
業
、
行
政
、
メ
デ
ィ
ア
等
々
の
繋
が
り
も
充
実
。
地
域
の
情

報
紙
と
し
て
毎
月
１
５
日
、
「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
を
発
行
。
年
間
２
万
人
の

人
た
ち
が
美
味
し
い
空
気(

癒
し)

を
求
め
て
や
っ
て
く
る
。 



三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト 

 
東
三
河
や
遠
州
、
南
信
州
地
域
の
一
体

的
な
振
興
に
つ
い
て
、
住
民
と
大
学
、
研

究
機
関
、
経
済
界
、
行
政
が
一
堂
に
会
し

て
議
論
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
第
二

十
回
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
東
三
河

「
三
遠
南
信
の
歩
み
と
未
来
～
県
境
連

携
の
先
駆
け
と
し
て
の
地
域
創
造
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
十
月
二
日
、
ホ
テ
ル
日
航
豊

橋
で
開
催
さ
れ
る
。 

 

当
日
は
、
三
遠
南
信
地
域
二
十
七
市
町

村
の
首
長
や
議
長
、
商
工
会
の
会
頭
、
会

長
、
国
会
議
員
、
県
議
、
市
町
村
議
員
、

国
、
県
関
係
者
、
一
般
参
加
者
が
集
う
。 

 

午
後
一
時
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
国
土
計

画
と
三
遠
南
信
へ
の
期
待
」
を
テ
ー
マ
に

大
西
隆
・
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
教
授
の
基
調
講
演
が
あ
る
。 

分
科
会
は
①
「
道
」
県
境
連
携
を
促
進

す
る
地
域
基
盤
整
備
の
状
況
と
展
望
②

「
技
」
地
域
産
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指

し
た
新
産
業
創
造
と
人
材
の
育
成
」
③

「
風
土
」
ご
当
地
グ
ル
メ
を
通
じ
た
三
遠

南
信
地
域
フ
ァ
ン
づ
く
り
④
「
山
・
住
」

中
山
間
地
域
の
生
活
環
境
向
上
に
つ
な

が
る
人
・
モ
ノ
の
交
流
促
進
を
テ
ー
マ
に

そ
れ
ぞ
れ
議
論
す
る
。 

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
併
せ
て
「
三
遠
南
信

住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
も
行
わ
れ
、
各
種
住

民
団
体
が
交
流
や
連
携
の
促
進
に
向
け

て
意
見
を
交
わ
す
。 

一
般
公
開
・
入
場
無
料 

東
三
河
住
民
連
携
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
し
て
小
山
舜
二
が
参
加
す
る
。 

 

稲
刈
り 

・
九
月
六
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

は
千
枚
田
の
実
習
田
の
稲
刈
り
と
地
域

料
理
「
五
平
餅
」
の
実
習
を
行
っ
た
。 

(

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業)

活
用 

               

・
九
月
十
五
日
、
棚
田
の
楽
耕(

舜) 

・
九
月
二
十
二
日
、
県
立
新
城
高
校 

農
業
ク
ラ
ブ(

原
田
英
史
理
事) 

・
九
月
二
十
六
日
、
連
谷
小
学
校 

・
九
月
二
十
九
日
、
Ｊ
Ａ
東
愛
知
主
催 

こ
ど
も
農
学
校(

高
橋
庄
一
顧
問) 

親
子
三
世
代
に
よ
る
稲
刈
り 

 

細
尾(

屋
号)

の
稲
刈
り
。 

                

奥
三
河
を
知
ろ
う 

 
豊
橋
鉄
道
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
、
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
「
奥
三
河
を
知
ろ
う
」
の
一
環
と

し
て
今
年
も
九
月
六
日
と
十
四
日
に
各

二
十
五
名
が
訪
れ
た
。
説
明
＝
今
が
見
頃

の
千
枚
田
。
見
た
目
は
素
晴
ら
し
い
が
、

こ
れ
を
保
存
す
る
百
姓
は
大
変
だ
！
今
、

一
番
の
問
題
は
「
ト
イ
レ
」
で
あ
る
。
我
々

百
姓
は
小
便
も
肥
や
し
に
す
る
が
、
街
の

人
は
そ
ん
な
小
技
は
で
き
な
い
。
こ
う
し

て
訪
れ
る
皆
さ
ん
達
に
何
と
か
バ
イ
オ

ト
イ
レ
で
も
設
置
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
節
は
ご
協
力
を
願
い
た
い
。

と
提
言
し
た
結
果
、
大
き
な
拍
手
と
握
手

を
頂
い
た
。 

 
 

     

景
観
環
境
整
備 

 

 

保
存
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

九
月
三
十
日(

日)

、
午
前
八
時
か
ら
「
ふ

れ
あ
い
広
場
」、「
千
枚
田
入
り
口
付
近
」

の
草
刈
り
を
行
い
ま
す
。
地
域
内
外
の
皆

さ
ん
も
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
「
と
っ
て

も
嬉
し
い
」
で
す
。 

(

ふ
る
さ
と
指
導
員
活
動
支
援
・
あ
い
ち
森
と

緑
づ
く
り
事
業
活
用) 

行 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

「「
棚棚
田田
っっ
娘娘
」」
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

  

稲稲
刈刈
りり
シシ
ーー
ズズ
ンン
中中
、、
五五
平平
餅餅
、、

棚棚
田田
米米
、、
野野
菜菜
なな
どど
のの
直直
売売
をを
しし
まま

すす
のの
でで
、、
ごご
利利
用用
下下
ささ
いい
。。  

 

長男の嫁っこは家に「おやつ」

を持ちに行っとるだげな・・・ 

 

 

 


